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技術センター第2ステージの始まり
～ポスト2012年を間近にして～

技術統括　向井 一夫

　広島大学技術センター報告集は，学内の教職員・学生に留まらず学外にも技
術センター活動を広く知っていただくことを目的に，毎年，この時期に刊行し
ています．本号（平成22年度版）が第7号になりました．
　技術センター企画調整部会のもとに置く，「報告集編集委員会」，「将来構想検
討 WG」，「HP 運用 WG」の各委員長は，部門長ミーティング（技術統括，技術
副統括，部門長）で選考，本人に打診して企画調整部会（委員は，技術センター

長と前述ミーティングのセ技（テで選統てセィ員はテ技，鵬門長）人，は人セ前てセィ術鵬長�はテ，鵬鵬門長部

人鵬人て鵬員はと委員長が決めていきます．

　編集委員会は，毎号，メンバー全員を総入れ替えして編成して，今号で

7代目となります．これまで
の委員長・委員は延べ49名ですが，延べのうち委員を二度務めたのは2名だけですから47名が関わって
きたことになります．編集委員会や WG の会合で意見を述べ議論を行う中で考え方や現状の捉え方が
現れ，連絡等メールの遣り取りの中でも文章力，交渉力，企画力等も見えてきます．
　委員間，他の技術職員や事務職員が，その“ひと”個人の“力”を計り知ることができ，班～部門～
センターの運営・管理的能力の発掘になると考えています．

　さて，今年度報告集が刊行されて1年後は，高等教育の環境にあって“ポスト2012年”と言われてい
るようで，教育振興基本計画に基づき「大学等の教育力の強化と質の保証」，「教育研究拠点の形成と大
学等の国際化の推進」等において，検討・実現を目指すとした計画の最終年であること等，2012年は
大学にとって変革の節目になりそうです．（参照：Benesse® Between 誌，教育振興基本計画　平成20�½ 0 �½ 0 �½�€T �€ÇE
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2007年1月28日）で，大学
が学部学科や研究科といった組織本位の発想を改め，学位を与えるのにふさわしい体系的な教育課程を
つくるよう促すと，2015年～ 2020年頃までを想定した内容が示されています．
　総合大学は20校（2学部以上を持つ大学は，47校）もあれば十分との声も聞かれ，新大学間競争時代
に入っていることは周知の事実で，将来，大学を7つの機能に分類するとして中央教育審議会が2007年
1月に示した機能別分化のどこに比重を置くのかを決定するのが，大学のリーダーの役割で難しい舵取
りが求められています．（広島大学では，「アクションプラン」，「広島大学だより」等において学長の考
え方が出されています）
　ここ2年間は，人事院勧告に準拠した給与引き下げ率（平均年間給与△1.5％）が，大学改革促進係数

（国立大学法人運営費交付金は「骨太の方針2006」に従い，毎年△1％）を上回っているため（比率の
差により），結果的に給与引き下げによるある意味ワークシェアリングを行った形で人員削減は行わな
いで済んでいますが，依然として人件費の削減傾向にあります．



iv　広島大学技術センター報告集 第7号

　技術センターは，全学の技術職員を集約して，その組織化を行うことを課せられ，厳しい状況下で，
設立後6年をかけて，部門の再々編による運営組織の確立，職名・職階の見直し・変更による運営体制
の確立を行って，運用体制の土台を構築しました．部局等に分散している専門技術（情報，工作，RI

管理等），部局内でも共通性のある専門技術（病理等標本作成分野）による技術職員のグループ化や適
切な人員配置を実行して，効率的な人員配置，技術職員の持つスキルの有効的活用を図る方策として来
ました．
　2012年前後に大きな変化があり，大学にとって新しい競争力を求められる時期に直面することにな
るのであれば，私達技術職員も早めに情報を得て，技術センターとしてできること，やらなければなら
ないことは何かを考えていく必要があり，それを考えようとするスタッフ（技術職員）の育成や存在も
必要になってきます．大学という組織の構成員であること，組織化された技術センターの一員であるが 組ー∵ンうとっ れる る さ術職員も早 えて なてう， たてきうす．大 れ 術 とい ô早 なタて．大 め大学と う て【職員も【 れいこて；すれたいこるて． な 員 大 組 い学 もれを考 早てき学と 大 員 っ っ い な なてきうも，考 とすて…て∵と学 とン 大 達 達 て い学ろてまこと，もこ こヴ い術職員も考 達 れころ う れべたい．∵を達 考 えてこと，術術職学タも こ学在 と 学 れ て こ 学るきうも 学な， たうす．大すすと，てもこな 大 て 達 す．

こ て た 組霢 れ をも う れす き こ れ 学 も術達 い いて 大すて《 も れわ早 れ術 れ 大 わき ， こ れ も とこてき術職員も術 す とこ と れ【クれ す な


